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We report the petrological characteristics of serpentinized peridotite from the Nobi Beach, southern 

zone of the Hayama Group in Miura Peninsula, one of Circum-Izu serpentinite belt. The serpentinized 
peridotite of the Hayama Group is characterized by a relatively low-temperature and common 
occurrence of hydrous minerals as spinel inclusions and the high Fe3+/ΣCation of spinel. On the other 
hand, the Nobi Beach sample rarely has hydrous minerals and shows slightly higher 2-Py equilibrium 
temperature (about 980°C) and lower Fe3+/ΣCation than other Hayama Group samples. This suggests 
that the serpentinized peridotites in the Hayama Group are either horizontally heterogeneous in the 
original mantle or differences in the peridotites' ascending and cooling processes. 
 
三浦半島葉⼭層群に産する蛇紋岩ブロック

や蛇紋岩化かんらん岩の転⽯について、記載
を⾏ったのでその岩⽯学的特徴を報告する。
対象とする試料は、荒井・⽯⽥(1987)によっ
て “環伊⾖地塊蛇紋岩類”と命名された蛇紋
岩類に属する。環伊⾖地塊蛇紋岩類の特徴は、
荒井(1994)や⾼橋ほか(2008)などで詳細に記
載されている。それらは、少量の単斜輝⽯を
含むハルツバージャイト〜レルゾライトで、
しばしば Ca に富む斜⻑⽯や、希に初⽣的な
含⽔鉱物（フロゴパイト、パーガサイト）を
含み、クロムスピネルはほぼ Cr#=0.4~0.6 に
集中していることである（荒井, 1994）。葉⼭
層群の蛇紋岩は、環伊⾖地塊蛇紋岩類中で瀬
⼾川帯の蛇紋岩と類似して、低温型―⾼酸化
度で特徴付けられる（Uchida & Arai, 1978；江
藤, 1986)。 
野⽐海岸付近の北岳断層周辺に存在するこ

とが、浅⾒ほか(1992)により報告されてお
り、それらは付近の地質構造から、三浦半
島の葉⼭層群南帯からの転⽯である可能性
が指摘されている。野⽐海岸に露出する蛇
紋岩ブロックと転⽯計 10 個の蛇紋岩試料に
ついて詳しい記載を⾏った。これらの試料
は、斜⻑⽯ハルツバージャイトであり、カ
ーボネイト化している部分や希に珪質化し
ている部分があるが、⽐較的蛇紋岩度が低
く、初⽣鉱物であるかんらん⽯も残存して

いる。かんらん⽯ Fo 値は約 91、クロムス
ピネルの Cr#は 0.4~0.6 であり、他の葉⼭層
群の蛇紋岩類とほぼ同様であった。しかし
クロムスピネルの Mg#は約 0.6、
Fe3+/(Cr+Al+Fe3+)原⼦⽐は 0.1 以下であ
り、葉⼭層群の蛇紋岩よりはむしろ嶺岡層
群中のものに類似する。さらに両輝⽯地質
温度計（Witt-Eickshen & Seck, 1991）によ
る平衡温度は約 980℃で、環伊⾖地塊蛇紋
岩類の⾼温型と低温型の中間的な温度を⽰
す。これらのデータを元に、野⽐海岸蛇紋
岩類の起源を考察すると、葉⼭層群とは異
なる別の蛇紋岩対が付近に存在していた可
能性がある。 
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